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１．緒言
　自傷とは，Favazza らの定義1）によると，「明確
な自殺目的を持たずに，意図的に身体の一部に損傷
を負わせること」とされており，怒りの感情の制御
を目的とした対処行動のひとつであることが明らか
となっている2,3）．高校生の時期は，怒りや敵意など
の感情を含む心理特性である攻撃性が高まりやす
く4），自傷行為の発生率が高い時期である5）．自傷
行為は，中・長期的な自殺リスクと関連性があり6），
10代における1回以上の自己切傷経験は10年後にお
ける自殺既遂による死亡のリスクを数百倍に高める
ことも明らかになっている6）．現在，自傷行為に対
するエビデンスの確立された支援方法は，弁証法的
行動療法のみであり7），自傷行為に対する効果的な
支援方法の開発は学校保健領域において喫緊の課題
である．
　自傷行為の誘発要因として考えられているものに
ストレス認知が存在する．対人関係に起因するスト
レス認知は，その他のストレス認知よりも，強いイ
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　本研究は，高校生の自傷行為に対する自己および他者に対するネガティブなスキーマと対人ストレ
スとの関連を明らかにすることを目的に，高校生に対して無記名自記式の質問紙調査を実施した．統
計解析には553人分のデータを使用し，ネガティブなスキーマが対人ストレス認知を介して自傷行為
に影響するとした因果関係モデルを構築し，そのモデルの適合性と変数間の関連性について構造方程
式モデリングにより検討した．仮定した因果関係モデルのデータへの適合度は統計学的許容水準を満
たしていた．変数間の関連性は，自己および他者に対するネガティブなスキーマが対人ストレス認知
に対して有意な正の関連性を示し，同時に対人ストレス認知が自傷行為に対して有意な正の関連性を
示していた．なお，本分析モデルにおける自傷行為に対する寄与率は35.0%であった．本研究結果は，
高校生の自傷行為に対する有効な支援方法の開発に対して一定の示唆を与えると考える．

ンパクトをもつことが明らかとなっている8-10）．
　Beck は，ストレス認知に影響を与える要因とし
てスキーマを挙げている11）．スキーマは個人の中の
比較的安定した体系的な認知構造であり，刺激に対
する注意や解釈などの認知操作を方向づける機能を
もつものである11）．つまり，我々が物事を認知する
際の経験の枠組みであり，個人の中における一貫し
た「考えや行動」，「信念や態度」の体系を指すもの
である．スキーマとストレス認知との関連について
は幾つかの研究で明らかにされている12,13）．しかし
ながら，自己および他者に対するスキーマが自傷行
為に対してどのように影響しているのかについては
明らかにされておらず，特に一般高校生を対象にし
た研究はみられない．そこで，本研究は高校生の自
傷行為に対する支援方法開発に資する知見を得るこ
とをねらいとして，高校生の自傷行為に対する自己
および他者に対するネガティブなスキーマと対人ス
トレスとの関連を明らかにすることを目的とした．

短　報
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２．方法
２. １　研究デザイン
　研究デザインは，自記式質問紙による横断研究と
した．
２. ２　調査対象
　本研究は，調査協力が管理者から得られた A 県
内普通科高等学校2校に在学する高校生を対象に調
査を実施した．なお，調査対象校は，学力，進学状
況においては県内でも標準的な高等学校である． 
２. ３　調査実施期間
　調査は平成27年5月下旬に実施した．
　対象者への教示は調査協力高校教員によって，教
員の担当する教科あるいはホームルームの時間を利
用して行った．なお，教示内容は各クラスとも共通
の教示文を教員が音読することにより生徒へ伝えた．
２. ４　調査内容
　調査内容は，基本属性（性別，年齢），ネガティ
ブなスキーマ，対人ストレス認知，自傷行為で構成
した．
２. ４. １　スキーマの測定
　スキーマの測定には日本語版 Brief Core Schema 
Scale（4因子斜交モデル）14）を用いた．前記尺度は「自
己に対するネガティブなスキーマ」，「自己に対する
ポジティブなスキーマ」，「他者に対するネガティブ
なスキーマ」，「他者に対するポジティブなスキー
マ」の4つの因子に関して各6項目，計24項目で構成
されている．本研究では特に抑うつ，不安と関連の
強い「自己に対するネガティブなスキーマ」と「他
者に対するネガティブなスキーマ」14）の2つの因子を
採用した．本研究で使用した2つのネガティブな因
子で構成される尺度を，以下日本語版 Brief Core 
Schema Scale（改変）と記載する．スキーマ回答は，
それらの調査項目に対してどのくらい強く思ってい
るのかを5件法で尋ね，「1点：ない」，「2点：少しそ
う思う」，「3点：まあまあそう思う」，「4点：とても
そう思う」，「5点：完全にそう思う」とし，自己お
よび他者に対するネガティブなスキーマが高いほど
得点が高くなるように得点化した．
２. ４. ２　対人ストレス認知の測定
　対人ストレス認知の測定には対人ストレス尺度（1
因子モデル）15）を用いた．前記尺度は，対人関係に
対して抱いている怒りを喚起しやすいネガティブな
認知の程度を尋ねるものであり，10項目で構成され
ている．回答は，それらの調査項目に対してストレ
スを最近1か月間でどの程度感じたことがあるかを4
件法で尋ね，「1点：ストレスを感じなかった」，「2点：
ストレスをやや感じた」，「3点：ストレスをかなり
感じた」，「4点：ストレスをとても感じた」とし，

ストレス認知が高いほど得点が高くなるように得点
化した． 
２. ４. ３　自傷行為の測定
　自傷行為の測定には，自傷行為尺度（１因子モデ
ル）16）を用いた．前記尺度は，激しい怒りに対して
用いている自傷行為の頻度を尋ねるものであり，5
項目で構成されている．回答は5件法で尋ね，「しな
い：0点」，「滅多にしない：1点」，「時々する：2点」，
「かなりする：3点」，「よくする：4点」とし，得点
が高くなるほど自傷行為の頻度が高くなるように得
点化した．
２. ５　統計解析
　統計解析は，Beck のスキーマがストレス認知を
介して行動・感情・生理的反応に影響を与えるとす
る認知理論17）を参考に，自己および他者に対するネ
ガティブなスキーマが対人ストレス認知を介して自
傷行為に影響するとした因果関係モデルを構築し，
そのモデルの適合性と変数間の関連性について構造
方程式モデリングにより検討した．また，モデルに
はバイアスとなる可能性の高い変数である性別を統
制変数として投入した．
　なお，本研究の結果の正確を期すために，因果関
係モデルの検討に先立ち，各尺度の因子構造の側
面からみた構成概念妥当性と信頼性を検討した．
因子構造の側面からみた構成概念妥当性は，構造方
程式モデリングによる確証的因子分析を用い，因子
に所属する項目で構成される尺度の信頼性は，内的
整合性の側面から，ω信頼性係数を算出し検討し
た．因子構造モデルのデータへの適合性は，適合度
指標である Comparative Fit Index（CFI）と Root 
Mean Square Error of Approximation（RMSEA）
で判定し，順序尺度の推定法である重み付け最小二
乗法の拡張法（Weighted Least Square Mean and 
Variance adjusted：WLSMV）18,19）によりパラメー
ターの推定を行なった．一般的に CFI は0.90以上，
RMSEA は0.1を超えていなければデータに対する
モデルの当てはまりが良いと判断される18）．分析モ
デルにおける標準化推定値（パス係数）の有意性
は，非標準化推定値を標準誤差で除した値の絶対値
が1.96以上（5% 有意水準）を示したものを統計学
的に有意とした．以上の統計解析には，HAD14.801
とMplus 7.2を使用した．
　本研究では，666人の高校生より回答を得た．た
だし，統計解析にはこれらのデータのうち分析に必
要なすべての調査項目に欠損値を有さない553人分
のデータを使用した ( 有効回答率83%)．
２. ６　倫理的配慮
　本調査は高校教職員の承認を得たうえで実施し
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た．また調査対象には研究目的，内容，手順，利
益，不利益，匿名性について質問紙に明記し，実施
時には口頭で説明したうえでアンケートへの協力を
求め，結果公表に際しての匿名性を保証した．
　また，データは統計学的に処理し，本研究の目的
以外には使用しないこと，参加および中止は自由
であり参加の拒否や，同意後の中止等による不利
益は一切ないことを説明し，調査票の提出をもって
研究参加の同意とした．加えて，研究で得たデータ
および結果は，研究の目的以外に使用せず，デー
タは WEB に接続された環境では取り扱わないこと
とした．なお，本研究計画は，玉野総合医療専門

学校倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号
2014003）．

３．結果
３. １　�回答者の属性分布・各尺度の項目の回答分

布・各尺度の記述統計量
　性別の内訳は，男性403名（72.9%），女性150名
（27.1%）であった．
　年齢の内訳は，15歳345名（62.4%），16歳123名
（22.4%），17歳74名（13.4%），18歳10名（1.8%）19
歳1名（0.2%）であった． 
　本研究で使用した3つの尺度の各項目の回答分布

n=553 単位：人（%）
日本語版Brief Core Schema Scale（ネガティブ因子を抜粋）

n=553 単位：人（%）
対人ストレス尺度に関する項目の回答分布

n=553 単位：人（%）
自傷行為尺度に関する項目の回答分布

表1　各尺度に関する項目の回答分布
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は，表1に示した．
　各尺度の記述統計量について，各尺度の合計点の
中央値（最大値・最小値）を下記に記載した．日本
語版 Brief Core Schema Scale（改変）の自己ネガ
ティブスキーマは，10（30・6）点，他者ネガティ
ブスキーマは，6（30・6）点であった．対人ストレ
ス尺度は，11（40・10）点であった．自傷行為尺度
は，1（20・0）点であった．
３. ２　�日本語版Brief�Core�schema�Scale（改変），

対人ストレス尺度，自傷行為尺度の因子構
造の側面からみた構成概念妥当性と信頼性
の検討

　3つの尺度の因子構造の側面からみた構成概念
妥当性を構造方程式モデリングによる確証的因
子分析を用いて検討した．その結果，日本語版
Brief Core Schema Scale（改変）の適合度指標
は，CFI=0.993，RMSEA=0.050，対人ストレス尺
度の適合度指標は，CFI=0.985，RMSEA=0.046，
自 傷 行 為 尺 度 の 適 合 度 指 標 は，CFI=0.995，
RMSEA=0.074であり，いずれも統計学的許容水準
を満たしていた．また，因子に所属する項目で構成
される尺度の信頼性をω信頼性係数を用いて検討し
た．その結果，自己ネガティブスキーマは0.875，
他者ネガティブスキーマは0.874，対人ストレス認
知は0.880，自傷行為は0.805であり，概ね許容でき
る数値と判断された．
３. ３　�自傷行為に対するネガティブなスキーマと

対人ストレス認知の関連
　日本語版 Brief Core Schema Scale（改変），対
人ストレス尺度，自傷行為尺度の3つの尺度を用い

て，ネガティブなスキーマが対人ストレス認知を介
して自傷行為に影響するとした因果関係モデルを
構築し，構造方程式モデリングにて仮定した因果
関係モデルのデータへの適合度を確認したところ
CFI=0.948，RMSEA=0.049（図1）であり，統計学
的許容水準を満たしていた．
　自己および他者に対するネガティブなスキーマと
対人ストレス認知と自傷行為の変数間の関連性に着
目すると，自己および他者に対するネガティブなス
キーマが対人ストレス認知に対して統計学的に有意
な正の関連性を示していた．また，対人ストレス認
知が自傷行為に対して統計学的に有意な正の関連性
を示していた．前述の関連性とは異なるが，性別が
自己に対するネガティブなスキーマに対して統計学
的に有意な正の関連性を示していた．なお，本分析
モデルにおける自傷行為に対する寄与率は35.0% で
あった．

４．考察
　本研究では，高校生の自傷行為に対する支援方法
開発に資する知見を得ることをねらいとして，高校
生の自傷行為に対する自己および他者に対するネガ
ティブなスキーマと対人ストレスとの関連を明らか
にした．
　本研究は，Beck の認知理論17）による因果関係を
参考に，自己および他者に対するネガティブなス
キーマが対人ストレス認知を介して自傷行為に影響
する因果関係モデルを構築し，モデルのデータに対
する適合度を検討した．結果，構築した因果関係モ
デルが統計学的に支持された．本研究結果は，スキー

n=553 χ2=791.612 df=343 CFI=0.948 RMSEA=0.049 WLSMV
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図1　自傷行為に対するネガティブなスキーマと対人ストレス認知の関連
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マ・ストレス認知・行動と同様の概念を包含した具
体的な事象を取り上げており，Beck の認知理論17）

による因果関係が学問的に支持されたことを意味す
る．また，変数間の関連性に着目すると，自己およ
び他者に対するネガティブなスキーマは，対人スト
レス認知に対して促進的に作用し，間接的に自傷行
為に影響を与えることが明らかとなった．先行研究
では，自傷行為の経験を持つ者は，自己観も他者観
もネガティブな傾向をもつと考えられている20）．ま
た，自傷経験者では，著明な不安・抑うつ傾向や低
い自尊心などの特徴が指摘されている21）．Beck17）は，
ネガティブなスキーマが直接的に抑うつを引き起こ
すのではなく，このようなスキーマを持つ人がスト
レスフルな出来事を経験することによって，抑うつ
症状が強まるとしている．本研究では，抑うつとい
う気分に対しては調査していないものの，抑うつ気
分と自傷行為との関連がある22）ことは明らかとなっ
ていることから，本研究結果は，従来の研究成果と
概ね一致する見解であるものと推察する．
　本研究結果の臨床的応用としては，自傷行為に対
して弁証法的行動療法に加え，スキーマ療法23）のよ
うなネガティブなスキーマを変容させる技法による
介入が有効であると考えられる．自傷行為に対する

介入手法開発に対して十分に検討されているとは言
い難い現状を鑑みると，本研究結果は，高校生の自
傷行為に対する有効な支援方法の開発に対して一定
の示唆を与えると考える．
　なお，今回の因果関係モデルに投入した統制であ
る性別と自己に対するネガティブなスキーマに有意
な関連性を示していた．この結果は，女子のほうが
男子よりも自己に対するネガティブなスキーマが高
い傾向があることを意味している．女子高生は男
子高生と比較して自尊感情が低い24）ことが明らかと
なっていることを勘案するならば，本研究結果は，
概ね整合性のあるものと言えよう．
　本研究の限界は，自記式質問票に基づく調査であ
るために，報告バイアスが混入した可能性を否定で
きないことである．また，本研究の対象者は普通科
高等学校に通学する生徒であり，本研究で得られた
結果を一般化するためには，本研究と異なる特性を
持つ高校生を対象とした調査研究による結果の交差
妥当化が求められる．
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